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■ 運転方法

■ 増設リモコンについて

●台所リモコン、増設リモコンのどちらのリモコンでも給湯・ふろの運転と
　停止ができます。

■ 給湯温度調節の方法
●台所リモコン、増設リモコンのどちらのリモコンでも給湯温度設定ができ
　ます。
　給湯温度設定はあとから設定した温度になります。

●　　　　　が点灯しているときは、浴室リモコンでのみ給湯温度設定が
　できます。
　●台所リモコン、増設リモコンから給湯温度設定はできません。
　●台所リモコン、増設リモコンから給湯温度設定をおこなうときは、
　　浴室リモコンの　　　を押して、　　　　　を消灯させてから
　　おこなってください。

別売部品の増設リモコン（RSK-SA470FRX）では通話できません。「通話中」の文字ガイドのみ表示します。
使用方法は台所リモコンと同じですが、ecoガイド、節水モード、通話スイッチがありません。

（別売）RSK-SA470FRX

別売　増設リモコン（RSK-SA470FRX）を増設した場合

４.使用方法〈増設リモコンについて〉
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※上記の気象条件の場合は、凍結予防方法 1
　のみでは凍結予防できません。

電源プラグは
抜かない

●冬期は暖かい地域でも給水・給湯配管、ふろ配管の水が凍結して破損事故が起こることがあります。
　このような事故を予防するため、以下の必要な処置をおとりください。
●凍結しているときは配管内の水が溶けてから使用してください。そのまま使用すると機器が破損する
　おそれがあります。
●凍結による機器の修理は、保証期間内でも保証の対象外となります。

①電源プラグは、コンセントから抜かないでください。
●凍結するおそれのある外気温になると、機内に組み込まれたヒータで
　自動的に機内の凍結予防をおこないます。
②浴そうの循環口より10cm以上水を残しておきます。
●凍結するおそれのある外気温になると、自動的に浴そう内の水を循環
　させて、ふろ配管の凍結予防をおこないます。浴そう内に水がないと、
　循環ポンプが空運転し、大きな音の発生や故障の原因になります。

●給湯栓から水が出ない、水の出が悪い…給湯配管の凍結　　●ふろがわかない、循環しない…ふろ配管の凍結
●リモコンに「エラーU2」または「エラーU3」を表示する…ふろ配管の凍結

凍結予防方法　1 凍結予防運転による方法
凍結予防ヒータで機内の凍結予防 ＋ 循環ポンプを運転してふろ配管の凍結予防をおこないます。

凍結予防方法　1 凍結予防方法　2

または

凍結予防方法　3

通常の寒さのとき
外気温が－15℃以下になるとき、
外気温が－15℃より高くても風があるとき 長期間機器を使用しないとき

この方法は機内の凍結予防はできますが、機外の給水・給湯配管、ふろ配管の凍結予防は
できませんので、必ず保温材やヒータで保温してください。また、機器や循環口との接続部
についても露出していると凍結のおそれがありますので、必ず保温してください。

①上記の 凍結予防方法1 をおこないます。
　電源プラグはコンセントから抜かないでください。
②リモコンの運転スイッチを「切」にします。
③給湯栓がサーモ付混合水栓、シングルレバー混合水栓の場合は、給湯栓のレバーを
　最高温度側にします。給湯側を開き、1分間に約400ccの水（太さ約5mm）を流した
　ままにします。
●水の流量が不安定なことがありますので、約30分後に水の流量をもう一度確認して
　ください。

凍結予防方法　2 通水による方法
凍結予防ヒータで機内の凍結予防 ＋ 循環ポンプを運転してふろ配管の凍結予防 ＋ 通水操作によって凍結予防をおこないます。

この方法は機内だけでなく、機外の給水・給湯配管、バルブ類の凍結予防もできます。ただし、機外のふろ配
管の凍結予防はできませんので、必ず保温材やヒータで保温してください。また、機器や循環口との接続部に
ついても露出していると凍結のおそれがありますので、必ず保温してください。

●給湯栓がサーモ付混合水栓、シングルレバー混合水栓の場合は、
　再使用時の温度設定にご注意ください。やけどのおそれがあります。

お願い

凍結時の症状

４.使用方法〈凍結予防〉
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①リモコンの運転スイッチを「切」にします。
②浴そうの水を排水し、油タンクの送油バルブ　 、給水元栓

　 を閉めます。
③全ての給湯栓　 を開きます。
　●給湯栓がサーモ付混合水栓、シングルレバー混合水栓の
　　場合は、給湯栓のレバーを最高温度側にします。
④過圧逃し弁　 、給水口水抜き栓　 をはずします。
⑤リモコンの運転スイッチが「切」の状態で浴室リモコンの優先

スイッチを約5秒間押します。リモコン表示部に「F」が点灯し、
循環ポンプを運転して配管内の水を浴そうへ排水します。

⑥約10分後、「F」の表示が消灯した後、ふろ水抜き栓　を2個
ともはずします。（（MP）（MSP）タイプ）

⑦給湯排水栓　 、ふろ排水栓 　 およびポンプ排水栓　 すべて
をはずします。

⑧電源プラグ　  をコンセントから抜きます。

（MP）（MSP）
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電源プラグ

送油バルブ

給水元栓

給湯栓

ポンプ排水栓

給湯排水栓

ふろ排水栓
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給水口水抜き栓
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送油バルブ
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電源プラグ

ふろ排水栓ポンプ排水栓

給湯排水栓

過圧逃し弁3給湯栓

給水元栓

給水口水抜き栓

（付属品）
排水ホース

Ｏリング

過圧逃し弁

（真ちゅう製）
4

Ｏリング

5 ～ 9水抜き栓、排水栓
（樹脂製 Ｏリング1個）

凍結予防方法　3 水抜きによる方法
機内配管とふろ配管のすべての水抜きをおこない、凍結予防をおこないます。

●機器の使用直後は機内のお湯が高温になっていますので、必ず機器が冷えてから水抜きをおこなってください。
　やけどのおそれがあります。

●浴そうに残り湯があるときは、必ず排水してから水抜きをおこなってください。排水しないと機内配管の水が
　抜けず、凍結により破損するおそれがあります。
●過圧逃し弁、水抜き栓および排水栓をはずすと機器内の水が出ます。設置場所によっては容器で受けてください。
●はずした部品はなくさないでください。
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①全ての給湯栓　  を閉めます。
②はずした過圧逃し弁、水抜き栓、排水栓すべてを取り付けます。
●右図を参照して、取り付け場所を間違えないでください。
　間違えると機器が正常に作動せず故障の原因となります。
●取り付け部が凍結している場合は、お湯をかけて解凍して
　から確実に取り付けてください。
③給水元栓　 を開きます。
④すべての給湯栓　  を開き、水が出ることを確認します。
●給湯栓がサーモ付混合水栓、シングルレバー混合水栓の場合は、給湯栓の
　レバーを最高温度側にしてから水が出ることを確認してください。また、
　確認後、やけど防止のために給湯栓のレバーを元の温度設定に戻してください。　
⑤油タンクの送油バルブ　 を開きます。
⑥電源プラグ　  をコンセントに差し込みます。
⑦時刻設定をします。（→10ページ）
⑧循環ポンプへの呼び水のため、ふろぬるめ運転を1回おこなってください。（→20ページ）
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1
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3

3

水抜き後、再使用するとき

長期間使用しないとき
長期間使用しないときは機器の水抜きをおこなってください。
上記の 凍結予防方法3 を参照してください。

●給湯栓がサーモ付混合水栓、シングルレバー混合水栓の場合は、
　再使用時の温度設定にご注意ください。やけどのおそれがあります。

6

４.使用方法〈凍結予防〉〈長期間使用しないとき〉
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対震自動消火装置

安全装置の名称 作動原因と作動結果 処置方法

地震（震度約5以上）や強い振動、衝
撃を受けたとき作動

　　　　　　 運転停止

●地震などによって作動した場合は、設置場
　所へ行き、周囲の可燃物、機器の損傷、油
　漏れ、水漏れ、排気筒、給排気筒のはずれ
　など異常がないことを確認してからリモ
　コンの運転スイッチを一度「切」にしたあ
　と、再度「入」にしてください。

●油切れのときは9ページの「給油」の項に
　したがって給油してください。
●油切れ以外の場合は運転スイッチを「切」
　にして、お買いあげの販売店に連絡してく
　ださい。

●停電復帰後は、運転を開始します。
　使用しないときは、リモコンの運転スイッ
　チを「切」にしてください。
●長い停電のときは、停電復帰後に運転ラン
　プが点滅しますので、運転スイッチを「入」
　にしてください。

●正しく給水されているか確認後、運転スイ
　ッチを「入」にしてください。

燃焼が完全に開始されないとき、また
は万一炎が立消えになったときに炎検
知器（フレームアイ）が検知

　　　　　　 運転停止

停電したときや電源プラグが抜けたと
き作動

　　　　　　 運転停止

熱交換器に水が入っていないとき作動

　　　　　   点火しない

点火安全装置
●

燃焼制御装置

停電安全装置

空だき防止装置

送風機回転検知

異常過熱防止装置

温度ヒューズ
（184℃）

凍結予防装置

電流ヒューズ
（10A）

過圧逃し弁

装置の名称 作動原因と作動結果 処置方法
送風機の回転異常があったとき作動

　　　　　　 運転停止

サーミスタや本体基板の故障、空だき
などにより熱交換器が異常過熱したとき
作動

　　　　　　   運転停止

機器内が約5℃以下になったとき作動

凍結予防ヒータが機内を保温
浴そうの水を循環させてふろ配管の
凍結予防をおこなう

内部配線のショートなどで過電流が
流れたときにヒューズが切れて作動

　　　　　　 運転停止

熱交換器配管内の圧力が上昇すると
作動

 圧力を外部に逃がして熱交換器を保護

●使用を中止してお買いあげの販売店に連絡
　してください。

●電源プラグを抜き、お買いあげの販売店に
　連絡してください。

●電源プラグを抜き、お買いあげの販売店に
　連絡してください。

●機器を運転したときや凍結のおそれがなく
　なると自動的に停止します。

●給湯栓を閉めたときや、追いだき運転中に
　少量の水が出ることがありますが、故障では
　ありません。連続して水が出る場合はお買
　いあげの販売店に連絡してください。

５.安全装置

６.その他の装置
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